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●平成６年度一般会計当初予算- ２～３

●平成６年度重点施策- ４～５

●観月台文化センターがオープンー ６～９

●助役、収入役、教育長決まる-10

●小中学校で入学式一ll

●町職員の人事異動-･12

●町職員組織←13

●お知らせ-14 ～15

●公民館だより-16 ～17
●わだい 一 -  ー- ﾖ 8

入園式

桜のっぽみが膨ら む４月８

日、藤田幼稚園の人園 式が行

われ 、お母さんたちに付き添

われ た70名の幼児か、元 気に

入園し ました。

このあ どけない 表情をよく

ご覧 ください。



づくりに40億9千8百万円

歳入

総　 額

40億9,800万円

歳出

総　額40億9,800万円

町
の
家
計
簿
で
あ
る
平
成
六
年
度
予
算
が
、
三
月
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

町
政
は
こ
の
四
月
か
ら
新
年
度
に
入
り
、「
豊
か
で
住
み
よ
い
、
活
力
あ
ふ
れ

る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
数
々
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
平
成
六
年
度
に
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
か
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

平
成
六
年
度
の
国
の
予
算
案
は
、

人
口
の
高
齢
化
や
国
際
社
会
に
お
け

る
わ
か
国
の
責
任
の
増
大
な
ど
。
今

後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
財
政

か
、
弾
力
的
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、

歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し
、
合
理
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
景
気
対
策

に
卜
分
配
慮
し
、
財
源
の
取
点
的
か

っ
効
率
的
な
配
分
を
基
本
方
針
と
し

て
編
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
引
く
不
況
と

大
型
所
得
脱
減
税
に
よ
る
税
収
の
落

ち
こ
み
か
ら
、
多
翻

の
国
債
罷
行
な

ど
。
一
段
と
厳
し

い
予
算
編
成
と
な

り
、
一
般
会
計
予
算
規
模
は
、
七
十

三
兆
八
ｆ日
十
七
億
円
、
前
年
度
に
比

較
し
て

】
・
○
％
の
微
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
国
債
費
笏
を
差
し
引

い
た

一
般
歳
出
は
、
四
十
兆
八
千
五
百
四

十
八
億
円
、
二
・
三
％

の
増
と
な
り
、

経
済
見
辿
し
の
名
目
成
長
率
三
・
八

％
を
下
回
る
緊
縮
型
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
財
政
運
営
の
指
針

と
も
い
う
べ
き
、
地
方
財
政
計
両
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
お
む
ね
閥
と
同

］
基
調
の
も
と
に
、
引
き
続
き
．
行

財
政
の
簡
素
合
理
化
、
経
費
の
節
減

を
椎
進
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

効
率
的
配
分
に
徹
し
、
地
城
の
特
性

を
生
か
し
た
自
主
的
、
主
体
的
な
地

域
づ
く
り
と
住
民
生
活
の
福
祉
向
上

に
向
け
た
社
会
資
本
の
鴨
備
等
．
積

極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
．
必
要
な

事
業
費
の
確
保
と
景
気
浮
掛
対
策
を

主
た
る
内
容
と
し
て
策
定
さ
れ
、
歳

入
歳
出
規
模
は
．
匕
十
九
兆
一
千
四

百
億
円
、
前
年
度
に
比
較
し
て
二
兆

七
ｆ
億
円
、
三
・
六
％

の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
『
．

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
国
見

町
で
は
、
地
方
財
政
計
画
の
ほ
か
、

国
、
県
の
予
算
綱
成
方
針
、
わ
か
国

の
経
済
見
通
し
、
第
二
次
国
見
町
振

興
計
画
を
踏
ま
え
．
町
民
生
活
の
充

実
、
町
民
柵
祉
の
向
ｈ
を
図
る
た
め
、

積
極
的
に
各
種
施
策
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
．

平
成
六
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
『
豊
か
で
住
み
よ
い
活

力
あ
る
町
づ
く
り
』
と
、
商
齢
化
の

進
行
な
ど
．
社
会
の
変
化
に
対
応
し



平 成６ 年度
一般会計予算

活力ある町

目的別歳出予算の内訳１人当たりの予算は345,764円

一般会計当初予算の推移

た

『
心
豊
か
な
人
間
尊
重
の
町
づ
く

り
‘
の
実
現
を
日
指
し
。
長
期
的
陞

野
に
立
ち
、
財
源
の
重
点
、
効
率
的

配
分
に
努
め
、
’ｒ

算
の
編
成
を
行
っ

た
結
果
、
歳
入
、
歳
出
予
算
の
規
模

は
、
四
十
億
九
千
八
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。歳

　
　
入

自
主
財
源
の
大
宗
を
占
め
る
町
税

に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
済
不
況
と
住

民
脱
に
お
け
る
減
脱
。
固
定
資
産
脱

に
お
け
る
負
担
調
整
措
置
に
よ
る
減

収
が
見
込
ま
れ
。
八
億
三
千
五
百
１

じ
万
川
、
対
前
年
度
比
千
百
叫
十
六

万
円
、
∵

四
‘。Ｊ
の
減
と
な
『

て
い

ま
す

。

歳
入
の
大
宗
を
占
め
る
地
方
交
付

脱
に
つ
き
ま
し
て
は
。
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
事
業
借
。
お
よ
び
、
上
野

台
運
動
広
場
建
設
事
業
費
算
入
が
見

込
ま
れ
る
以
而
。
地
城
福
祉
基
金
賢

が
、
郛
成
五
乍
度
で
終
了
し
た
こ
と

に
よ
り
、
文
付
額
は
、
対
前
年
度
比

〇
・
九
％
減
の
卜
七
億
九
ｆ
九
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

国
庫
支
川
金
は
、
公
曹
住
宅
建
設

寥
業
。
町
道
整
備
串
業
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
案
等
各
新
娩
補
助
金
が
あ
り
、

二
億
千
四
百
二
十
円
万
円
。
県
支
出

金
は
、
本
年
皮
か
ら
実
施
に
入
る
農

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
等

一
位
七
不
二
。白
六
十
四
万
円
。
諸
収

入
は

、
水

資
源

対
策

費
、
地

域
総
合

整

備
資
金

返
還

金
等

二
億

四
千
六

．白

十

一
万
円

．
町

償
は

、
上

野
台

運
動

広

鵬
建
設
事

業

債
等

二
億

九
千

瓦
百

四

十
万
円

を
計
Ｌ

し

ま
し

た
．

繰

入
金

は
．
Ｌ

野

台
運

動
広

場
建

殴

事
業

に
、

ふ
る
さ

と
扱

興
基

金
を

充

肖
し

、
財

政

調
整

基
金

か
ら
財

源

調
整

と
し

て
、

一
億

八
千

六
百

万
円

の

級
り
入

れ
を

し

ま
し

た
．

こ
の
結

果
、

脱
等

の

一
般
財
源

は

、

．．．卜
億

三
千

二
百

九
十

．
万
円

と
な

り
、
歳

入
全
体

に
占

め
る
比
率

は
、

七
卜
四
％

と

な

っ
て

い
ま

す
．

歳
　
　
出

歳
出

で
は

、
継

続
事

業

と
し
て

進

め
て

い
る
東

部
高

齢
者

等
活

性
化

セ

ン
ｙ
－

体
育

館
建

設
事
業

賢

五
千

二

百
五

十
二
万

円

、
水

資
源
対

策
事
業

費
一
億

六
千

六

卜
八
万

円

、
公
営

住

宅
建

設
事
業

費

一
億

七
百
三

十
八

万

円
、
上

野

台
運

動
広

場
世
汲

事
業

費

一
億

八
千

三
百

七
十
六

万
円

を
は

じ

め
、

町
道

整
備

事
業

費
、

農
林

道
整

伽
事
業

費

等
を

計
上

。
投

資
的
経

費

は
、

十
僚
一
五
１

五

。白
九
十

二
万
円

と

な
・

て

い
ま
す

。

そ

の

ほ
か
、

国

際
化
、

商
齢

化
の

進

行
な

ど
、
社

会
経

済

情
勢
の

変
化

に

対
応
し

た
施

策
の

推

進
に
は

、
そ

れ

ぞ
れ
所

要

の
経

費
を
計

上
し

て

い

ま
す

。



｢豊かで住みよい活力あふれる町づくり｣｢

心の豊かな、人問尊重の町づくり｣

を目指し６つの柱

快 適 で 住 み よ い 町 づ く り の 推 進

道路の整備　　　　　　　　　　　　　　　216.  割 3

河川等の整備　　　　　　　　　　　　　　　2.123

a 営住宅建設事業（滝111団地）　　　　　　　107.  : 9

都市計画用途 見直し調査　　　　　　　　　　6.004 ）

板橋南宅地開兇基本設計等委託　　　　　　　　54,200

’ド水道の整備　　　　　　　　　　　　　　 よ 2.576

水資源の確保推逃　　　　　　　　　　　　　2  鼠 793

消防施設整備　　　　　　　　　　　　　　　3  応 ﾖ IO

常備消防組合負担金　　　　　　　　　　　　ﾘ  5.  2

一般廃棄物処理費　　　　　　　　　　　　　18.600

衛生処理組合負担金　　　　　　　　　　　　 ・|.907

国土調査山崎地区測量数値情報1ﾋ等　　　　　　5  ｰ

安 心 し て 暮 ら せ る 町 づ く り の 推 進

結核検診　　　　　　　　　　　　　　　　　2.447

予防接穐　　　　　　　　　　　　　　　　　3.0  )

健康検診事業　　　　　　　　　　　　　　　27.673

公立藤田総合病院負担金　　　　　　　　　　294､129

在宅老人福祉対策　　　　　　　　　　　　　26.4  射

デイサービス事業　　　　　　　　　　　　　19.  5

老人ホーム入所措置賢　　　　　　　　　　　0.183

養護老人ホーム負担金　　　　　　　　　　　　4372

特別養綬老人ホーム負担企　　　　　　　　　　916

身体陳害者柵祉の推進　　　　　　　　　　　.  4

児童福祉の推進　　　　　　　　　　　　　　IOI  靆 %

三町火葬場協誰会負担金　　　　　　　　　　　6  ﾕ 77

国 見 町 の 将 来 を 担 う 人 材 育 成 の 推 進

学力向上対策　　　　　　　　　　　　　　　2,321

中学校情報教育の充実　　　　　　　　　　　　7,82;

小中学校修繕 費　　　　　　　　　　　　　　8,1 ＆

教育の充実　　　　　　　　　　　　　　　　37  , 18】

給食センター分担金　　　　　　　　　　　　42,38 芒

社会教育の推進　　　　　　　　　　　　　　ｰ  0 , 593

活性化センター体育館建般　　　　　　　　　52.53{}

町 民 総 参 加 の 町 政 推 進

地区懇談会等の開催　　　　　　　　　　　　　266

町勢要覧の作成　　　　　　　　　　　　　　4,00C

町政功労者の表彰　　　　　　　　　　　　　6.87

行 財 政 体 制 の 充 実

町民サービスの向上

町内会等組織との連携強化　　　　　　　　　　9  , 1

電算化による事務の効率化　　　　　　　　　ｰ  2. 5

財務会計システム導入による財政運営の効率化　　9  , 5

７年 塵の実或を目指して工事が耄む上 野台 運動広場



平成６年度

主　要　施　策

活 力 あ る 町 づ く り の 推 進

（lit位：千円）

工業団地事業　　　　　　　　　　　　　　643,000

国ｔ利川計両策定等　　　　　　　　　　　　2  64

工業振興育成　　　　　　　　　　　　　　　10  ｰ 0

商工会の育成補助等　　　　　　　　　　　　6.3   ー0

申小企業金融対策　　　　　　　　　　　　　ｰ  5.

観光の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　896

水田営農活性化対策の推進　　　　　　　　　 Ⅱ . 7

新農産漁村振興特別対策事業　　　　　　　　　3.  (

21世紀果樹産地づくり事業　　　　　　　　　　8.

畜産の娠興対策　　　　　　　　　　　　　　2.4

農道等の整備　　　　　　　　　　　　　　　.443

県営水環境整備事業負担金（観月台）　　　　　27. ５００

危険ため池緊急整備事業負担金（上野薬師）　　ｰ  2 事

県営圃場整備事業 ０）ヽ坂地区）　　　　　　　ｰ  8.

大枝湛水防除施設整備事業負担金　　　　　　　5

農村総合整備モデル事案費　　　　　　　　　50.300

林道の霊備　　　　　　　　　　　　　　　　5  1

森林病害虫防除｛松食い虫｝　　　　　　　　　5.

後継者の育成　　　　　　　　　　　　　　　2.  7

町制施行40周年記念事業　　　　　　　　　　 加 .  5

上野台運動広場整側･寥・　　　　　　　　　　 一 . ? 52

ふるさと振興基金積立　　　　　　　　　　　100,000

大木戸中央集会所実施設計委託　　　　　　　　4  靆 70

特別会計・財産区会計

水道事業会計当初予算

私たちの生活に欠かすことのできない特別会計は、22億

２百万円、財産区会計は、２千百万円の予算か計上されて

います。

特 別 会 計

（単位：千円） 対前年比％

岡民健康保険　　　　　　　　　.  能 5 △ｰ 0. の

老人保険　　　　　　　　　　　 ま .9 △1  .8 )

渇水対策施設　　　　　　　　　　 肥 .  9 △37. の

貝田簡易水道　　　　　　　　　　8.  7 △12.･1）

育　 英　　　　　　　　　　5,096 （△0.4  )

公共’F水道　　　　　　　　　　,  576　く　8.9｝

土地開発事業　　　　　　　　　655,200　 く100.2〕

蓊　　　　　　　　　　　2,2 ｛X!,279 （　12.9）

財 産 区 会 計

（単位：千円） 対前年比％

入山財産区　　　　　　　　　　20. △12.1）

藤111財産K　　　　　　　　　　　　2 △89.8 )

大木戸財産区　　　　　　　　　　　1　12.  l)

計　　　　　　　　　　　　2L2  聞 △19.5 )

より質の高い生活用水の安定供給を目指し，水道事業会

計の予算は次のようにな・ています。

水道 事業 会 計

(単位:千円)

区　　　　　　 分 �収　　 入 � 支　 出

収　 益　 的　 収　 支 �16  れ 0 引 �ｰ  .  2

資　 本　 的　 収　 支 � ０ �26.205



いよいよオープン

■利用時間は、午前９時～午後９時30分まで。

■毎月第１月曜日は休館です。

■所在地　国見町大字藤田字観月台15番地

(  85 ) 2 6 7 6　F  A X ( 85 ) 2 7 0 7

●第１和室、第 ２和窒

第１和室は44 畳、第２和室は

12畳です。第 １和童には舞台も

あります。

人数、 用途にあわせてお便い

ください。

･●事務室

職員事務室

教育委員会生涯学習諜

●演習童

映写機、ピアノ、ワ ープロ

音響映像機器が備えられていま

ゝす。

屋外ステージ

正面玄関の前に設けられた屋外ステ

ージ。

各種イベント、屋外コンサートなど

新しい企画をお待ちしています。

地階平面図

･●栄養指導宣

調理龠、オーブンレンジがあ

り、調理の謫習と実譬に利用で

きます。



4月25日 観月台文化センターが

１階平面図

●多目的スペース

文化サークルの企画展 や

ミニコンサ ードに利用できます。

●歴史資料室

町内から 出土した 文化

Ｘ 財を展示してい ます。

●エレベーター

メインエントランス（正面玄関）を入って

まっすぐお進みください。

ロビーの中央に各階を連絡するエレベータ

ーがあります。

●茶室
１　

前宣と 水贋を控えた８畳の

茶畫 です。

茶道はもちろん 睾遭のけい

こにも利用できます。 ｙ

●図書室

１万５千８百冊の蔵書の

中からお選びください。

県内の催しものや学習情

翰をパソコンを使って知る

ことができます。

●ホール

500人収容可能な多目的ホールです。

音楽、演劇、 舞踊、映 画の鑑賞 や免

表の場として、あ るいは 各種集会に使

用できます。

●大研修宣

100 名収容 可能な研修童。電動スクリーン、

ビデオプロジェク ター、ＣＤ プレーヤー等、

音響、映像機器が備えられています。

各種会議、講 座、研修などに幡広く利用で

きます。



３階・塔屋平面図

３階には ２つ の浴室と休養娯楽室、トレ ーニングルームがあります。見晴らしの良い浴室

で心と身 体をリフレッシュ｡／

●岩の湯

浴槽は 、御彫石仕上げ、バブル、ジェ ットバス付です、ゴージャスな雰囲 気を満喫してください。

●ひのき湯

本 格的な桧 づくりの浴槽でラドン鉱石が取り付けられています。桧の香りが湧い、日本情緒が味わえます。

(岩 の湯、ひのき湯ともサウナ付です。入浴料のみで利用できます｡)

●展望室

展望童からは、四季ごとに移ろう周囲 の山々と

躍助する国見町のパノラマが楽しめ ます。

展望宣へは、エレベーターをご 利用ください。

■浴室の利 用は簡単です

１階の事務室で住所、氏名、年齢、電話番号を記入する

だけです。

■ 浴室の利用料金

�こ冫之ご
使用区分 �

町 内 �町 外

�一　　　　　　　般　

(中学生以上を含む) �300
円 �400

円

�70歳以上・小学生 �200円

■ 午前と午後で男女の 浴室がかわります

��10: 00～12:00�13 : 00～16:00

�男 �岩　　の　 湯 �ひ　の　 き　湯

�女 �ひ　の　 き　鴻 �岩　 の　 湯
▲ メインエントラン ス（正面 玄関）とシンボルタワ ー



２階平面図

●創作室

| 絵画．書道、陶芸．七宝

焼など工芸実習に対応 しま

す.

●第 １会議室．第２会議室

スクリーンが偏えら れている収容人員

30名の第１会議窒.20 名の第 ２会議室は、

各種会議や謫座に使用できます．

●児童室

児童図 書、紙芝居 コーナーがあ

ります。

大切な子供さ んの夢を育ててく

ださい。

●デイサービスルーム。健康 相談室

デイサービス事業 の拠点となります。

ここで生活指導、日常動作訓練、養護、

健康チェックなどが行われます。

●塵上避圜

ドウダンツツジが植えられている屋上遊圍では

日 光浴も楽しめます。

▲見鴫らしの良い浴室1 轡の湯）

▼展望１!から岡囲の山 々や町の 姿が望めます



助
役
に
大
波
健
前
総
務
課
長

四
月
一
日
付
で
、
大
波
健
前
総
務

課
長
が
、
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

大
波
き
ん
は
、
昭
和
卜
叫
心
生
ま

れ
の
£
４
’
四
歳
．
昭
和
三
十
岬
叫
に

町
職
い
と
な
二

ヽ
以
束
、
保
健
課
長
、

水
道
課
長
、
議
会
事
務
局
艮
な
ど
を

歴
任
．
平
成
一
．
年
四
川
か
ら
総
磅
課

艮
を
務
め
て
い
ま
し
た
．

こ
の
長
い
冖

政
経
験
か
、
町
政
進

展
に
生
か
さ
れ
る
も
の
と
人
き
な
明

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．

大
内
正
美
収
入
役
が
再
任

去

る
三
月

の
町
定

例
議

会

に
お

い

て

、
人

内
正

美
収
入

役
（
五
卜

七
歳

）

か
、
令
日
一
致
の
吋
愚
４
．得
て
で
丹

任
さ
れ
ま
し
た
『
。

人
内
さ
ん
は
、
孚
成
二
年
四
月

卩
、
国
見
町
収
人
役
に
就
任
し
て
以

来
、
町
の
台
所
を
あ
ず
か

ご
ヽ
き
ま

し
た
。

さ
ら
に
今
後
四
叩
川
、
そ
の
経
験

か
会
叶
事
務
全
般
に
生
か
さ
れ
る
む

の
と
期
降
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す

教
育
長
に
斎
藤
久
前
文
化
セ
ン
タ
ー
館
長

川
月
一
．
八
付
で
、
齊
藤
久
前
観
Ｕ

台
文
化
セ
ン
タ
ー
館
長
が
、
教
介
輿

に
就
任
し
ま
し
た
．

齋
藤
き
ん
は
、
昭
和
Ｌ
年
生
ま
れ

の
六
ト

ー
歳
．
県
立
福
鳥
商
業
心
等

乍
校
の
校
長
を
最
後
に
、
ｆ
成
ｋ
乍

．二
Ｕ

に
退
職
、
昨
年
ト

ー
川
か
ら
観

月
台
攵
化
セ
ン
タ
：

の
館
長
を
拷
め

て

い
ま
し
た
．

長
い
教
廠
経
験
か
、
町
教
育
行
政

に
生
か
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
．

お
世

話
に
な
り
ま
し
た

八
島
忠
雄
助
役
が
退
任

前
助
役
の
八
島
忠
雄
さ
ん（
6
3歳
）

は
、

三
ｎ

三
十

．
日

、
任

期
満
了

と

な

り
退
任

さ
れ

ま
し

た
．

八
島

さ
ん
は

．
昭
和

三

十
六
叫

に

町

職
貝

と
な

ｌ
て
以
・
来
、

税
務

課
長
、

総

務
課

長
な

ど
を
歴

任
し

た
後

、
昭

和

六
十

一
年
四

月

一
卜

に
助
役

に
就

仟

し
．

こ
明

八
陬
闘

町
長

の
補

佐
役

を

筋

め
ま
し

た
．

蓬
田
英
夫
教
育
長
が
退
任

前
教
育
長
の
蓬
田
英
人
さ
ん
は
、

四
月
一
卜
任
期
満
ｒ

と
な
り
退
任
さ

れ
ま
し
た
。。

蓬
Ⅲ
さ
ん
は
、
人
正
‐
1
.
四
年
生
ま

れ
の
六
十
べ
歳
　
昭
佃
八
十
一
乍
四

月
二
日
に
教
育
長
に
帆
任
し
て
以
家
、

二
闡
べ
年
川
、
町
教
膏
行
政
に
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

佐

膝
さ
ん

ら
九
名

が
勇
巡

～
消
防
団
辞
令
交
付
式
～

町
消
防
団
の
辞
令
・
父
川
式
が
、
川

り
凹
日
、
役
場
会
議
宇
で
行
わ
れ
ま

し
た

退
川
さ
れ
る
団
員
に
、
冨
永
武
夫

町
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、
階
級

咒
動
川
ほ
や
新
人
川
ｎ

の
杵
さ
ん
ら

に
、
佐
藤
忠
笑
団
長
か
ら
辞
令
か
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
二
十
二
年
の
消
防
団
員

歴
を
有
す
る
佐
藤
錦
佳
第
五
分
団
第

一
部
艮
を
は
匕
め
九
名
の
方
々
か
男

退
さ
れ
ま
し

た
。

退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
長
い
間
消

防
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
勇
退
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

佐
藤
錦
佳
　
　

古
川
清
一

野
村
元
次
郎
　

佐
藤
正
和

松
浦

捻
　
　

高
橋
　
明

佐
藤
光
弘
　
　

引
地
久
男

古
田
俊
彦

■
入
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

実
沢
伸
宏
　
　

八
島
俊
彦

遠
藤
善
昭
　
　

斎
藤
　
正

佐
藤
良
弘
　
　

斎
藤
幸
利

武
田
将
幸

冨永町長が遠団 翕に感謝状 を鱶る



希
望
に
胸
膨
ら
ま
せ
　

小
中
学
校
で
入
学
式

町
内
小
中
学
校
の
入
学
式
が
、
四

月
六
日
、
各
小
中
学
校
で
一
斉
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
、
小
中

学
校
に
入
学
し
た
新
入
学
児
童
・
生

徒
の
数
は
、
小
学
校
か
百
二
十
一
名
、

（
大
枝
小
学
校
へ
の
入
乍
児
童
の
う

ち
の
西
大
枝
分
十
一
名
含
む
）
、
中

学
校
が
百
三
十
一
名
で
す
。

小
坂
小
学
校
の
入
学
式
は
、
小
坂

小
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
。
来
賓

や
父
兄
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、
二

十
一
名
の
斬
一
年
生
が
。
元
気
に
入

学
し
ま
し
た
。

佐
藤
忠
雅
校
長
の
式
辞
の
後
、
来

賓
の
冨
永
武
夫
町
長
か
、
「
元
気
に

学
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

祝
辞
を
述
べ
た
の
に
続
き
、
仲
野
川

一
町
疎
会
議
長
、
古
濤
忠
一
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
か
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

新
入
学
児
童
に
。
児
童
代
表
か
ら

歓
迎
の
言
葉
か
贈
ら
れ
、
四
季
ご
と

の
学
校
の
行
事
を
寸
劇
を
交
え
て
、

楽
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。

県
北
中
学
校
の
入
学
式
は
、
同
皎

の
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
。
新
入

生
は
、
来
賓
や
父
兄
の
杵
さ
ん
の
拍

手
に
迎
え
ら
れ
、
式
に
臨
み
ま
し
た
。

斎
藤
一
哉
校
長
か
、
『
自
分
ら
し

さ
を
発
揮
し
。
自
分
の
歩
む
べ
き
道

を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
‘

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
告
辞
、
来
賓
祝
辞
に

続
き
、
新
人
生
を
代
表
し
て
佐
久
間

宏
君
か
、
力
強
く
響

い
の
曾
葉
を
述

べ
、
在
校
生
を
代
表
し
て
、
生
徒
会

艮
の
大
波
誠
君
が
、

’早
く
学
校
の

雰
囲
気
に
な
れ
、
友
達
を
た
く
さ
ん

つ
く

り
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

厳かl二挙行さ れた楓北中学餃 の入掌式

平 成６ 年 度　 児 童 生 徒 数

(平成6.4.1現在)

�１ �２ �３ �４ �５ �６ �計

小 坂 小 �21 �15 �17 �15 �15 �1 ６�99

藤 田 小 �６1�56 �72 �50 �65 �77 �381

森江野小 �12 �24 �34）�22 �21 �32 �141

大木戸小 �16 �14 �15 �18 �23 �20 �106

合　 叶 �110�109�134�105 �124�145�727

大 枝 小 �11 �12 �

５�11 �ｎ �12 �62

�20 �24 �19 �27 �22 �20 �132

≧ﾄ ご
�
１ �２ �３ �計

県 北 中 �131�18６�190�507

※大技小学校は

上段が岡見分

ﾄ 段゙が全校生

新
町
内
会
長
さ
ん
　
　
　
　

決
ま
る

町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
を
務
め
、
町
の
行
政
の
大
切
な
お

手
伝

い
を
お
噸
い
す
る
平
成
六
年
度

の
町
内
会
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
町
内
会
長
さ
ん
に
は
、
四

月
十
三
日
に
開
か
れ
た
町
内
会
長
連

絡
協
議
会
総
会
の
席
上
、
冨
永
町
畏

か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
向
こ
う

一
年
間
の
お
世
話
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
順

い
い
た
し
ま
す
。

平 成 ６ 年 度　 国 見 町 町 内 会 長
(敬稗略)

町内会名 �氏　　　　 名 �町内会名 �氏　　　　 名 �町内会名 �氏　　　　 名 �町内会名 �氏　　　　 名

'駅　 前 �奥 山 一　夫 �石母田西 �佐 藤 瑞　雄 �前　 田 �朽　木 勝　夫 �第　　９ �蓬　田　広　巾

錦　 町 �樋　囗　金三郎 �山 崎 北 �商　橋　久 蔵 �板_　 樢 �関　本　　 束 �第　10 �菊 地 俊　雄

大 町 市 �渡 辺 勝 助 �滝　 山 �鴨 田　武　文 �泉 田 上 �関　口　正　一 �裙　11 �菊 地 荐 助

‘ 大' 町 北 ，�小 西 富　 治 �山 崎 舘 �安 藤 政　治 �泉 田 中 �佐 藤 喜　明 �第　12 �大　内　安 次

本　 町 �樋　口　　 馨 �山崎小舘 �富 野 秀　雄 �泉 田 下 �阿　部 栄　作 �貝　　田 �高　檎 徳　平

宮 町 南 �東海林　幸　郎 �山崎宮舘 �三　瓶　　 茂 �鳥　 取 �山　田 秋 男 �光 明 寺 �遠　 藤 勝　男

宮 町 北 �阿　 部　璽 男 �山崎沢田 �村　ｋ　久　夫 �内 谷 西 �赤 坂 浅　 古 �高　 城 �高　橋 一 美

町　 東 �斎 藤 太 助 �宮　 前 �青　木　　 功 �内 谷 東 �熊 坂 正　一 �大 木 戸 �阿　 部 恒　夫

宮　 東 �市　川　多　門 �源宗山東 �鎚　水 正 春 �第　　１ �大 津 義 隆 �山･ 根 �村 上 金 正

鶉　 町 �中　 野 勝　美 �源宗山西 �斎 藤 政　之 �第　　２ �佐久間　幸　推 �原　 町 �佐 藤　　 栄

上　 野 �渋 谷　貞　男 �源宗山北 �舟　山　富士男 �第　　３ �佐 藤 昌　介 �築　･ 舘 �松　禰　　 宏

石母田東 �高 野 恭 舟 �大　 坂 �大　泉　昭 治 �第　　４ �石　川　博　義 �並　 柳 �板 橋 二 男

石毋田浅 �吉　田 芳　 信 �山崎耕谷 �八　鳥 建　 七 �徳 江 北 �太　田　久　吉 �中　 部 �瀬 戸　　 孝

石毋田北 �宍 戸 昭　 造 �小　 坂 �佐 藤　元　一 �第　　７ �八　巻 三 郎 �北　 部 �佐 藤 喜久雄

石母田原 �菊 地 平 助 �太 田 川 �佐 藤 金治郎 �第　　８ �村　 上 公　月 �川　 内 �佐 藤 溝　舂



町
職
員
の
人
事
異
動

～

観

月

台

文

化

セ

ン

タ

ー

の

行

政

機

構

を

充

実

～

町
職
員
の
人
事
異
動
が
四
月
一
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
管
理
職
二
名
を
含
む
五
名
が
退
職
、
七
名
が
新
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
四
月
に
本
格
オ
ー
プ
ン
す
る
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用

の
充
実
を
図
り
、
一
部
行
政
機
構
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
完
了
、
工
業
団
地
造
成
事
業
が
一
段
落

し
た
こ
と
か
ら
。
企
画
商
工
諜
の
企
画
鯛
整
係
と
商
工
振
興
係
の
二
係
が

企
画
商
工
係
の
一
係
へ
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

■
退
　
職
　

（
　
）
内
は
旧
任

▽
松
浦
幸
雄
（
保
健
課
長
）
▽
佐
藤

幸
子
（
住
民
福
祉
課
年
金
係
長
）

▽
佐
藤
軒
二
（
水
道
課
施
設
係
長
）

▽
木
本
元
油

福
鳥
市
教
育
委
員
会

へ
｛
教
育
委
員
会
主
幹
｝

■
新
採
用
　
　

こ

内
は
新
任

▽
阿
部
善
徳
（
総
務
課
財
政
係
）
▽

実
沢
隆
之
（
農
林
課
農
林
振
興
係
）

▽
曳
地
睛
鳧
（
生
涯
学
習
踝
生
涯
学

習
係
）
▽
古
川
笑
子
（
住
民
福
祉
課

住
民
係
）
▽
村
上
典
子
（
総
務
課
庶

務
係
）
▽
中
條
倅
喜
（
企
画
商
工
課

国
土
調
査
係
）
▽
斎
藤
雅
敬
（
総
務

課
庶
務
係
）

■
異
動
お
よ
び
昇
格
（

）内
は
旧
任

▽
総
務
課
長
（
農
林
課
長
）
佐
野
貞

治
▽
議
会
事
務
局
長
（
企
画
商
工
課

長
）
佐
竹
弘
治
▽
農
林
課
長
（
議
会

事
務
局
長
）
吉
田
孝
夫
▽
教
育
次
長

兼
学
校
教
青
課
長
（
教
育
次
長
）
大

浪

敏
男

▽
生
涯

学
習

課
長

兼
公
民

館

長

（
公
民

館
長

）
鈴

木
捷

治
▽
企

画

商
工

課

長
（
企
画

商
工

課

主
幹
兼

補

佐

兼
商
工

振
興

係
長

）
古

田
貞

男
▽

保
健
課

長

（
総

務
課

長
補

佐
兼

庶
務

係

長
）

佐
藤
則

雄
▽

農
林

課
主
幹

兼

課

長
補

佐

（
農

林
課

主
幹

兼
補

佐
兼

褻
村
整

備
計
画

班
長

）
菊

地
孝

吉
▽

税

務
課

賦
課
係

主
幹

（
総

務
課

付
）

佐

藤
春

夫
▽
総

務
課

長

補
僚
兼

庶
務

係

長
（
総

務
課
長

補
佐

兼
財

政
係

長
）

吉

田
俊

江
▽

学
校
教

育
課

長
補
佐

兼

学

校
敦

育
係
長

（
公
民
館

艮
柵

佐
簫

体

育
係

長
）
小

池
芳

男

▽
生
涯

学
習

課
長

補
佐
兼

公
民
館

長

補
佐
兼

管
理

係
艮
兼

体
育

係
艮

（
教
育

次
長

補
佐

兼

学
校

教
育

係
長
）

吉

田
岬

雄

▽
生

涯

学
習

課
主

任
主
査

兼
文

化
係

艮

（
教
宵
委
員
会

主
係
主
査
兼
社
会
教
育

係
長

）
安
藤

信
男

▽
農
林

課

主
任
七

査
兼

犇
村
整

備
計

爾
班

長

、企

叫
商

工

課

主
任
主
査

兼

企
両

調
整
係

長
）

八
島
英

雄
▽
総

務

課
主

任
主
査

兼
財

政
係
長

（
保
健

課

主
任

主
重
兼

保
健

衛

生
係

長
）
武

岡
幹

夫

▽
生
涯

学
習

踝

主
任

主
査
兼

生
涯

学
習

係

長
（
公

民

館

事
業
係

長
）

小
西
春

彦

▽
住
民

福

祉

課
年
金
係

畏

（
藤

田
幼
碓

聞
主

任
教

諭
）
佐
麟

幸

子

▽
水

道

躁
主
任

主
査

箙
施

般
係
長

（
企

画
商
工

課
主

任
主
査

簾
商
工

振

興
係

）
八
巻

秋
夫

▽

保
健
驟
主

任
主

査
兼

保
健

衛
生
係

艮

（
保
健
課

保
健

衛
生

係
主

査
）
佐

藤
和

夫
▽
企

画
商

工

諜
企
画

商
工
係

長
（
企

画
商
工

課
企

画

調
整
係

主
査

）

佐

藤

孝

▽

農

林

課

農
林

土

木

係

主

任
主
査

（
藤

田
小

学
校

主
任

主
査

）

高
子

宏
子

▽
税
務

課
固

定
賢

産
係

主

任
主
査
（
公
民

館

事
豪
係

主
任

主
査

）

八

巻

笑

枝

子

▽

企

画

商

工

踝

企

画

商
工

係
主
査

（
企

画

商
工

課
国
土

爾

査

係
主
査

）
羽
根

田

孝
司

▽
生
涯

学

習

課
文
化

係
主
査

（
公
民

郎
社
会

教

育

係
主
査

）
引

地
真

▽
建

設
課

都
市

整

備
係

主
責

（
住
民

柵
祉

課
住
民

係

主
査
）

後
藤
浩

子

▽
趣

設
課
都
市

整

備

係
主
査

（
総

務

課
庶
務

係
主
査

）

菊

地
弘
災

▽
農
林

課
鼻
林

娠
興
係

主

査

（
建

設
踝

都
市
整

伽
係

主
査

）
吉

ｍ

義
勝

▽
総
務

課

庶
務

係
主
査

（
企

画

商
工

課
企
画

調
整

係

主
査
）

佐
藤

克

成
▽

生
涯

学
習

課
管
理

係
兼

体
育

保
主
査

（
公
民

館

体
育

係
主
査

）
飯

沼

正

▽

農

林

渫

農

村

整

備

計
両

班

｛
農
林
諜
農
林
上
木

係
｝
羽
根
洋
一
▽

保
健
課
保
健
衛
生
係
（
農
林
課
農
林

振
興
係
）
渋
谷
康
弘
▽
生
涯
学
習
課

管
理
係
兼
体
育
係
（
税
務
課
固
定
資

産
係
）
宍
戸
浩
寿
▽
生
涯
学
習
課
文

化
係
（
公
民
館
事
業
係
）
松
野
雪
子

▽
建
設
課
建
設
係
（
総
務
課
庶
務
係
）

大
津
香
織

教
職
員
の
人
事
異
動

（
　
）
内
は
旧
任

■
退
　
職

▽
伊
勢
文
朗
（
森
江
野
小
校
長
）

▽
河
野
善
市
（
県
北
中
教
諭
）

▽
松
野
知
行
（
県
北
中
教
諭
）

▽
志
水
髄
造
（
県
北
中
教
諭
）

転

出
　
　
　

（
　
）
内
は
旧
任

▽
梁
川
町
立
粟
野
小
校
長
（
大
木
戸

小
校
長
）
久
米
光
勇
▽
森
江
野
小
校

長
（
小
坂
小
校
長
）
渡
部
正
俊
▽
保

原
町
立
ｈ

保
原
小
教
頭
（
森
江
野
小

教
頭
）
松
浦
恭
夫
▽
桑
折
町
立
醸
芳

小
教
頭
（
大
木
戸
小
教
頭
）
緑
川
透

▽
福
島
市
立
岡
山
小
（
小
坂
小
）
菊

田
保
▽
福
島
市
立
福
島
養
護
（
小
坂

小
）
逸
見
健
一
一
▽
梁
川
町
立
山
舟
生

小
（
小
坂
小
）
柳
沼
忠
子
▽
福
島
市

立
北
沢
又
小
（
鱗
田
小
）
佐
藤
美
和

子
▽
月
舘
町
立
月
舘
小
（
藤
田
小
）

佐
藤
尚
子
▽
柵
鳥
市
立
福
鳥
養
護
（
藤

旧
小
）
高
野
孝
男
▽
霊
山
町
立
泉
原

小
（
藤
田
小
）
佐
藤
俊
子
▽
桑
折
町

立
醸
芳
小
（
森
江
野
小
）
木
村
厚
美

▽
霊
山
町
立
泉
原
小
（
森
江
野
小
）

茨
木
良
司
▽
福
励
市
立
大
鳥
中
（
大

木
戸
小
）
佐
藤
真
弓
▽
喜
多
方
市
立

第
一
中
（
県
北
中
）
山
内
憲
春

■
転
　
入
　
　
　

（
　
）
内
は
旧
任

▽
小
坂
小
校
長
（
福
島
市
教
育
委
員

会
）
佐
藤
忠
雅
▽
大
木
戸
小
校
長
（
梁

川
町
立
梁
川
中
教
頭
）
田
中
政
明
▽

森
江
野
小
校
長
（
小
坂
小
校
長
）
紲

郎
正
俊
▽
森
江
野
小
教
頭
（
飯
野
町

立
大
久
保
小
教
頭
）
佐
々
木
二
郎
▽

大
木
戸
小
教
頭
（
月
舘
町
立
月
舘
小

敦
諭
）
坂
内
明
生
▽
小
坂
小
（
猪
苗

代
町
立
吾
妻
第
一
小
）
木
村
圭
吾
▽

小
坂
小
（
福
島
市
立
飯
坂
小
）
菅
野

敏
明
▽
膝
田
小
（
長
沼
町
立
長
沼
小
）

佐
藤
和
子
▽
藤
田
小
（
川
俣
町
立
山

木
屋
小
）
高
橋
明
子
▽
藤
田
小
（
岩

代
町
立
田
沢
小
）
大
槻
巌
▽
藤
1
1
1
小

（
梁
川
町
立
粟
野
小
）
橘
内
玲
子
▽

森
江
野
小
（
梁
川
町
立
梁
川
小
）
阿

部
仁
美
▽
森
江
野
小
（
矢
祭
町
立
内

川
小

）
渡
邊
か
お
り
▽
大
木

戸
小

（
新
採
用
）
斉
藤
則
子
▽
大
木
戸
小

（
石
川
町
立
山
形
小
）
紺
野
葉
介
▽

県
北
中
｛
二
本
松
市
立
二
本
松
二
中
｝

佐
々
幽
透
▽
県
北
中
（
福
鳥
市
立
岳

陽
中
）
橋
本
祐
子
▽
県
北
中
（
福
島

市
立
松
陵
中
）
矢
沢
京
子



国　見　町　職　員　組　織　表

町 艮 冨 永 武 夫　 助 役 大 波　　 健　 収人役 大 内 正 美　 教育長 齊 藤　　 久

課　　　　 名 課　　 長 主 幹
及 び

課 長 楠 佐
係　　　　 名 係　　 長 係

総　 務　 課 佐野 貞治 吉田 俊江

庶　　　　 務

財　　　　 政

文 書 広 報

吉田 俊江

武田 幹夫

吾妻 正子

松田きよ江，佐藤 克成、村上 典子

松浦 英夫、斎藤 隆義、斎俘 雅敬

曹野 信朗、阿部 善徳

座庫 弘利

税　 務　 課 春日　一憲

賦　　　　 課

固 定 資 産

徴　　　　 収

吉田 吉夫

奥山 隆夫

渡辺アヤ子

佐藤 春夫、武田 友江．佐藤 光男、半澤 一隆

八巻美枝子．武田　京子

渡邊 和己

保　 健　 課 佐藤 則雄 古川 比司

保 健 衛 生

国　　　　 保

佐藤 和夫

古川　比司

菅原 文子、蓬田 恭子

渋谷 康弘、俺藤水無子

中野 成Ｅ 大波サト子

住 民 福 祉 課 高 橋 弘信 小野 智義

住　　　　 民

橸　　　　 祉

年　　　　 金

松浦 京ｆ

小野 智義

艦藤 幸子

安藤 幸江、黒沢 敦子、古川　笑子

武田 正裕、黻海林八嗷子、安藤 光輝

中田 利枝

保　 育　 所
所長

天野 英子
木口 欄子

後藤加代子．古田 邦子、倉田由美子

吉Ⅲ　和子、渋谷 啓子

農　 林　 課 西田 孝夫 菊地 孝占

農 林 振 興

農 林 上 木

農村整備計画班

佐藤 政弘

八巻 忠義

八鳥 英唯

武田 慶子、引地 由則、古田 義勝，実沢 隆之

高子 宏子、付上 健一．佐野　 功

蓬田 英右、羽恨 洋一

農 業 委 ｎ 会
亊　 務　1,a

局長

高橋 正夫
佐簾 光一

建　 設　 課 須田 善治 後藤 澄雄

趣　　　　 戉

簀　　　　 理

郁r ↑f 整 備

讒藤 澄雄

渋谷 和洋

安用　博三

佐久間 正、阿部 正一、村上　幸平，大津 香織

松浦 昭一

後藤 浩子、鈎地 弘美

企 画 商 工 課 古田　貞男
企 画 商 工

国 上 調 査

四　 孝

中野 孝雄

後藤登災子．羽眼田孝司

谷津 富夫、斎藤 忠一、中條 仲喜

下 水 道 課 并眇 研二 下　 水　 道 阿部　 正 遠藤 喜正，鈴木 哲也

会　 計　 室 出　　　　 納 武田　 呰 谷津笑代子

議 会 事 務 局
局長

佐竹 弘泊
菊地 富子

水　 道　 課 渡辺　 等 佐久間靖明
業　　　　 務

施　　　　 設

佐久間靖明

八巻 秋夫

中山ミエ子

佐藤 光男，赤坂　 斎

教

胄

委

員

会

掌校教育課1
次畏兼課長

大濆 敏男
小池 芳男 学 校 教 育 小池 芳男 佐竹 刺了･、菊地 軽子

生涯学習課

(公民館)

源長兼館長

鈴木 捷治
吉田 輝雄

管　　　　 理

体　　　　 胄

文　　　　 化

生 涯 学 習

｝吉田輝誰

安藤 侶男

小西 春彦

飯沼　 正、宍戸 浩寿

引地　 裏、松野 雪子

曳地 晴美

校 （園） 名 校(  園 ) 教　　　　 頭

小 坂 小 学 校 佐 藤 忠 雅 酒 井 方　子

藤 田 小 掌 校 畠 輹 噸　一 佐 藤 洋 一

森江 野小学校 波 部 正 俊 佐 木々 二 郎

大木戸小 学校 田 中 吉 明 坂 内 明 生

大 技 小 掌 校 渡邊富子 川崎勝廣

県 北 中 掌 校 粛 藤 一 哉 鈴 水 源二郎 和 泉 喜久夫

藤 田 幼 碓 園 鳥 腹 噸 一 佐 藤 洋 一 田 中 陽 子　　 紺 野 かず子　　 阿 部 正 子

森江野幼稚園 渡 部 正 俊 佐々木 二 郎 斎 藤 ァィ子　　 斎 藤 曲起子



I
N
F
O
R
M
A
T
I
O

N

●

お
知
ら

せ

●

4
/
1
か
ら
一
歳
児
ま
で
適
用

Ｉ
乳

幼
児
医
療
費
助
成
制
度
～

町
で
は
。
次
代
を
担
う
乳
幼
児
の

倣
や
か
な
成
長
を
噸
コ

气

乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
を
新
設
し
。
四
月

一
日
よ
り
乳
幼
児
の
医
療
費
に
係
る

一
郎
自
己
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
従
来
実
施
し
て
き

た
Ｏ
歳
児
の
助
成
の
枠
を
拡
大
し
、

さ
ら
に

。
歳
児
ま
で
適
用
す
る
も
の

で
す
。

骸
当
さ
れ
る
乳
幼
児
の
保
護
者
の

方
で
、
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
。
役
場
保
倣
課
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
該
当
乳
幼
児

国
見
町
に
住
所
を
有
す
る
満
二
歳

未
満
で
、
国
民
健
康
保
険
、
お
よ

ぴ
、
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
で

あ
る
乳
幼
児
。

■
持
参
す
る
も
の

・
保
険
証
ま
た
は
組
合
員
証

・
印
鑑

｛
手
続
き
の
際
、
保
護
者
名
義
の

町
内
金
融
機
関
の
普
通
預
金
口
座

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
｝

冒
問
い
合
わ
せ

・
役
場
保
健
課
国
保
係

魯
S
2
1
1
1

（
内
線
１
４
３
）

納

期

変

更

の

お

知

ら

せ

～
固
定
資
産
税
の
納
期
～

甲
成
六
年
度
は
、
固
定
資
産
評
価

替
え
の
年
の
た
め
、
固
定
資
産
税
の

納
期
第
一
期
か
、
四
月
か
ら
五
川
に

変
史
に
な
り
ま
す
。

第
一
。期
以
降
に
つ
い
て
は
、
従
粢

ど
お
り
で
す
。

（
第
二
期
七
月
、
第
『

期
九
月
、
第

四
期
十
一
月
』

な
お
、
町
税
等
の
納
付
は
、
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

申

請

手

数

料

が

変

わ

り

ま

し

た

～
臨
時
遭
行
許
可
・
住
宅
用
家
屋
証
明
～

地
方
公
共
団
体
手
数
料
令
等
の
一

郎
改
正
に
よ
り
、
平
成
六
年
四
月
一

口
か
ら
、
次
の
と
お
り
改
正
に
な
り

ま
し
た
。

●
臨
時
運
行
許
可
巾
請
予
数
料

五
百
二
十
円

↓

六
百
五
卜
円

●
住
宅
用
家
屋
証
明
申
劼
手
数
料

九
百
五
十
円

↓

千
二
百
円

■
問
い
合
わ
せ

・
役
楊
税
務
課

雲
６
2
1
1
1

福
祉
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

閧
　
　

設

県
で

は
、
平

成
六

年
四

月

．
Ｈ

を

し
『

て
伊
達

柵
祉
事

務
所

を
県
北
｛

旧

福
島

｝
杜
会
福
祉
事

務
所
へ
統
合

し
、

お
年
寄
り
や

心
身

に
障
害
の
あ

る
方
、

咀
店

に
附

’。
て

い
る
方

な
ど

の
福
祉

に
閠

す
る
相

談
を

総
合

的

に
受

け

る

こ
と

に
し
ま

し
た

の
で

、
気
軽

に

ご

相
談
く

だ

さ
い
。

ま

た
、
児

瓶
や

母
子

の
福

祉

に
開

す
る

相
談

に
っ
き

ま
し

て
は

。
今

ま

で
の

伊
達
福

祉
事

務
所

を
福

祉
相
談

コ

ー
ナ

ー
と
し
、

専
門

の
相

談
員

か

家
唯
に
お
け
る
適
。止
な
児
砥
の
育
成

、

お
よ

び
、

母
子
家

庭

の
自
立

・
母

子

寡
婦

福
祉

資
金
の

貸
付

等

に
関
す

る

相
談

を
受
け

る
こ

と

に
な

り
ま
し

た

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な

お
、

最
寄

り
の

福
祉

に
関
す

る

相
談

の
窓

口
は
次

の

と

お
り
で
す

。

１
福

祉

相
談
コ

ー
ナ

ー

（
桑
折
町

民

会

館
内

）

桑
折

町
字
桑
島
『

、

圓

酋
餡
２
２
１

１

・

県
北
阯

会
福
祉

事

務
所

福
島
巾

杉
妻

町

２
豸
1
6
号

Ｓ

茆
7
6
4
2

又
は

咄
７
６

‘ｑ
３

戸 籍 の 窓 口　 （3月受付分）

出 生お め で と う ござ い ま す

子 の 名　 保護者　　 町内会

杏　子(きょうこ)赤井畑飫明 駅　 前

裕　人(ひ ろ と)安連 元昭 人 町 鹵

奈緒芙(な お み〉紺野 広美 泉 田 上

・ 樹(か ず き)石田 一成 板　 橋

聖　香(せ い か)|

佐藤克成 宮 町 北

裕 香(ゆ　 か〉

里 奈(り　　な)吉田　幹男　第　 四

夕理香(ゆ り か)山田　孝男 鳥　 取

結婚おめでとうございます

氏　　 名　　 町内会

{ 八 巻 純 一　 滝　 山

松 浦 山巳子　 大 木戸

{ 松 浦 昭 一　 第　 こ

内 村 洋 子　 町　 東

{ 石 川　　 宏　 第　 四

斎 藤 朱 災　 福 鳥 市

{ 佐 藤 博 之　 泉田 中

佐 藤 順 子　 保 原町

{ 佐久間　　忍　 第　 一

丸 山 奈津紀　 伊達 町

{ 菊 地 喜 勝　 石母田西

紺 野 ひとみ　 福 島41

お くや み 申 し あ げ ま す

氏　　 名　 年齢　 町内会

朝 内 宗　允　 剔　 第　 一

渡 辺 ウ　メ　92　 宮 町 南

古 田 知 了･　39　山 崎 舘

木 村 善　一　63　 第　 九

蓬 田 三 郎　79　 泉 田 中

阿 凶　　 茂　66　 大 町 南

佐 藤　トヨミ　74　 中　 部

黒　田　ヨンノ　 ％　 泉 田 下

小 野　ウメ子　81　 宮　 東



松
く
い
虫
か
ら

松
を
守
ろ
う

大

切
な
松

を
松

く

い
虫
の
被

書
か

ら
守

る
た

め
に

は
、
地

域
か
一

体
と

な
・

て
計

画
的

に
対
策

を
進

め
る
こ

と
か

必
要
で

す

。

町

で
は

、
被

害
対
策

の
計
画

を
つ

く

り

、
そ

の
推

進
を
図

っ
て

い
ま
す

が
、

松
林
所

有
者

を
は

じ

め
、
地
域

注
民

の
皆

さ
ん

の

ご
協

力
が
不
可

欠

で
す

。
松
く

い
虫

防
除

の
重
要

性
を

よ

く

ご
理
解

の
う

え
、

ご
協
力

を

お

願

い
し
ま
す

。

松

の

緑

を

守

る

た

め
の

お
願

い

ｅ

松

く

い
虫
は

。
訟

の
伝
染

病
で
す

。

こ

の
伝
染

源

を
除
く

た

め
に
、
所

有

す

る
松
林

を
常

に
巡
視

し
て

、

被
害
木

の
ｕ
１１
嘲
発
見

に
努

め
て
く

だ
さ

い
’

も

し
発
見

し
と
時

は
ヽ

役

場
農
林

課

に
連

絡
し
て
く

だ

さ

い
。

・

被
雀
木

は
伐
採

し
て

薬
剤

処
理

が

必
要
で

す
の
で

、
無

処
理

の
ま
ま

販

売
し

な

い
で

く

だ
さ

い
。

Ｉ
松

林
は

手
入

れ
を
怠

る
と

、
松
く

い
虫
の

被
害

を
受
け

や
す
く

な

る

の
で

、
適
切

な
保
育

作
業

（
つ

る

切
り
、

除
伐

・
間
伐

な
ど

》
を
励

行
し
て

く

だ
さ

い
。

一

松
く

い
虫
の

被
害

が
毎
年

発
生

し

て

い
る
よ
う

な
松
林

は
、

ス
ギ

・

ヒ
ノ
キ
等
マ
ツ
以
外
の
樹
鱸
へ
の

転
換
を
お
す
す
め
し
ま
す
。。

役
場
農
林
課
で
は
。
随
時
松
く
い

虫
陂
書
木
調
食
を
行
い
ま
す
の
で
、

山
林
等
へ
の
立
ち
入
り
に
つ
い
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

－

問
い
合
わ
せ

●
農
林
課
農
林
振
興
係

Ｓ
叙
2
1
1
1
　

内
線
２
３
５

ヘリコプター で空中散布

％ ～ ％
対策本部
般　 置

防

霜
対

策
に
　

ご
脇
力

を

／

町
で
は
、
果
樹
な
ど
の
農
作
物
を

凍
霜
か
ら
守
る
た
め
、
四
月
六
日
に

国
見
町
防
霜
対
策
本
部
を
設
置
し
ま

し
た
。

霜
か
降
り
る
恐
れ
か
あ
る
場
合
は

本
部
に
お
い
て
広
報
車
、
有
線
放
送

で
広
報

い
た
し
ま
す
が
、
深
夜
に
わ

た
る
場
合
か
多
く
ご
迷
惑
か
と
思

い

ま
す
か
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願

い
し
ま
す
。

な
お
、
降
鴨
の
時
は
タ
イ
ヤ
な
ど

を
燃
焼
す
る
た
め
、
黒
煙
か
町
全
体

に
広
が
る
恐
れ
か
あ
り
ま
す
の
で
、

翌
朝
の
洗
濯
物
な
ど
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
り

凍
霜
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
町
民
杵
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
噸
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

●
農
林
課
農
林
振
興
係

日
酌
2
1
1
1
　

内
線
２
３
５

緑
の
羽
根
募
金

協
カ
ヘ
の
お
願
い

緑
の
羽
根
募
金
運
助
は
、
緑
の
広

報
活
動
と
し
て
広
く
杵
様
の
協
力
を

水
め
、
豊
か
な
縁
の
環
境
へ
の
期
待

を
県
民
運
動
と
し
て
商
め
、
そ
の
成

果
を
週
元
し
、
禎
極
的
に
地
域
社
会

の
緑
化
を
推
進
す
る
た
め
毎
乍
尖
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
噸

い
し
ま
す
。。

～

植

え
よ

う
ふ

や

そ

う

未

来

の

緑

～

◇
募
金
期
間

４
月
―
卩
～
５
月
3
1卩

■
問
い
合
わ
せ

・
農
林
課
農
林
振
興
係

髫
醇
2
1
1
1
　

内
線
２
３
５

『童劇プーポ』公演会のお知らせ
児意劇を通じて子供たちに夢と希望を与え続けてきたr 童劇プーポ』か

「夕鶴」を上演します。

■ と　　 き　　 ５ 月15  日 ( 日 ) 上演13:30 ～ （開場12 : （Ｘ））

■ と こ ろ　 国 見町観 月 台文化 セン ター　 ホー ル

■ 入場料 金　 大 人 （高校 生以上)  1  .0  0  0 円 （税込 ）

※町 内の 小学 校・中 学校 には無 料招待 券を お配 りし ます。

小学 生 はな るぺく 父兄同 伴で 入場し て くださ い。

■ 問い合 わせ　 秦 喜一郎　22  0  1

人 口 と 世 帯

４ 月１日現在(前 月比) ３月中の動き

人
　
口

･男5  , 714人(?13) 転入65 人

･女6  ﾕ 33人(  十 16 ) 転出61 人

-計11. 別 7人(  十 3 ) 出生 ８人

世帯数3  , 2戸（±0 ） 死亡 ９人

心配ごと相談日

場所：役場二階相談室(  新 入 からお入･iください｝

時間：９畤～12時
こま默･たことや、棚鮫ごとがありましたら、お気軽に

ご相談ください。
相談 員

４月 日 ( 月） 三　瓶　　 茂・佐 藤　 八重了

５月６Ｈ（金）曳 地　善　作・谷　津　智 恵
5 月 13 日 く金）佐久間　　 廁・山　内　聰　 子

こ

よ

み

’４ 月 卯 月（ う づ き ）

18 口 卯 発明 の 口

20  日 困 郵 便週 間

29 口 吻 み どり の日

34）日 出 図 書記念 日

５ 月 皐 月（さっ き）

３ 口（火丿憲 法記念 口

５ 日 閑 こ ど もの口

8 日 旧 ) の 日

10 日 叫 愛鳥 週 間



P
U
B
L
I
C

H
A
L
L

N
E
W
S

公
民
館
だ
よ
り

国

見

町

公

民

館

国
見
町
大
事
藤
田
事
蛟
月
白
1
5

・
’

僞
2
6
7
6

F
A
χ

芻
2
7
0
7

子
育
て
コ
ー
ナ
ー

子

育

て

教

室

保
台
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お

願

い

本
年
度
の
ｆ
育
て
教
室
は
、
受
講

者
の
要
望
で
早
目
‥
に
開
講
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

’ｒ
斤
て
教
室
の
お
母
さ
ん

た
ら
か

安
心
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
に
、
子

ど
も
さ
ん
の
お
世
話
を
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ｆ
ア
の
方
に
お
願
い
し
て
ま
い
り

ま
し

た
。
本

午
度
も

ま

た
保
育

ボ
ラ

ー

ン
テ

ｆ
ア

を
お
願

い
し

た

い
と
思

い

ま
す

。。
昨
年

は
卜

二
名

の
万

に
お
願

い
し

ま
し

た
か
、

都
合
で

出

ら
れ

な

い
方

も
あ

コ

、、

二
、
・
こ
人
で

。一
丿

人
か

ら
の

子
ど
む

さ
ん

を
匪

話
す

る

こ

と
も
あ

ご

、、

ど
う

し
て

も
人

手

不
足

に
な

り
か
ら

で
し

た
’

そ
ん

な

こ

と
で
、

本
年
度

は
よ

り
多

く
の

方

々

に
参
加

し
て

い
た

だ
き

た

い
と
思

‐つ
て

お

り
ま
す

。

本

年
度

は
、

な
る

べ
く
親

子
一

緒

に

活
動
す

る
時
間

を
多

く

し
て
、

二

時
間

の

勉
強
の
う

ち

、
お
母

さ
ん

だ

け

の
勉

強
は
一
時

間

、
あ

と
の

一
吟

間

は
お
け

さ
ん

と

。
締

に
遊

ん

だ
り

勉

強
し

た
り
す

る
時

問

に
し

た
い
と

思

っ
て

お
り
ま

す

。
ま

た
ボ
ラ

ン
テ

ヾ
ア
の

方
に
は

、
他

の
町

の

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

活
助
な

ど
を

見
学

し
た
り

。

女

流
し

た
り
す

る
時
間

を

設
け

た

い

と
思

っ
て
お

り
ま
す

の
で

、
ぜ

ひ
こ

の
ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア
活

動

に
参
加

さ
れ

ま

す
よ

う
お
噸

い
い
た

し
ま
す

。

ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア
参

加

の
お
申

し
込

み

は

公
民
館

の
加
藤

ま
で

電
話

｛
跖

‐
‐
2
6
7
6

）
で

お
願

い

い
た
し
ま

す

。な

お
。
四
月

。一
卜
八

日
（
木

）
に

オ
リ
ェ

ン
テ

ー
・ｙ

ｊ

／
を
午
仙

卜
時

よ

り
行

い
ま
す

の
で

、
そ

の
時

か
ら

お
皀
話

に
な

り
ま
す

。
開

講
式

は
連

休
川
け
の

畆
月
卜

。一
。
凵
に
な
り
ま
す

国
見

町
の
次

代

を
扣
う

、
人

切
な

子

ど
ら

さ
ん

の
吐

や
か

な
成
長

を
斯

・
て
。
よ
り
多
く
の
み
の

ご
翦
咄
を
、

心
か

ら
お
待
ら

申

し
卜

げ
ま
す

。

親子 で楽しく遊ぷ

就

任

の

あ

い

さ

つ

佐
藤
治
男

こ

の
た
び

、
図

ら
ず
し

吐
会

教
育

に
携
わ

る
咀
賢

を

お
引

き
受
け

す

る

こ

と
に
な

り
ま
し

た

。

小

乍
皎
教

育

に
は
永

年
携

わ

っ
て

参

り
ま
し

た
が

。
旺

会

教

宵
而
で

は

恥
経

験
で
あ

り
人

き

な
不

安
を
感

じ

て

い
る
と

こ
ろ
で

す

か
、
先

輩
の

左

生
方

、
そ

し
て
皆

様

方
、

学
級
の

役

八

の
多
く

の
み

ゃ
の

ご
桁

導
と

ご
女

扱
を

仰
ぎ

な
が

ら
、

誠

心
誠
意
、

職

資

を
貨
う
す

べ
く

努

り
す

る
所
存

で

す

。現
在

、
生
涯

学
瀏
１１
の

必
。要
性

と
そ

の
在
り
方
か
そ
れ
ぞ
れ
の
敦
育
の
場

で
川
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
一
十
一
世
紀

を
見
す
え
た
社
会
教
育
進
展
の
た
め

に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
か
精
一
杯
努

力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
噸
い
い
た
し
ま
す
。

お
礼
の
こ
と

ば

阿
部
哲
三

杜
会
教
育
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
、
六
乍
間
か
あ

。
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
た
よ
う
な
気
か

い
た
し
ま
す
。

公
民
館
で
は
主
に
阿
津
賀
志
乍
級

と
成
人
学
級
を
担
肖
い
た
し
ま
し
た

が
、
こ
の
川
地
城
の
方
ク
と
の
出
会

い
、
ふ
れ
合

い
を
と
お
し
て
、
皆
様

の
深
い
ご
理
解
と
ご
援
助
を
叫
り
。

充
火
感
の
巾
に
楽
し
く
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
厚
く
お
扎
を
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
か
、
皆
様
の

益
々
の
ご
健
枡
と
ご
多
申
、
史
に
生

匪
学
習
の
充
実
を
お
听
り
申
し
上
げ
、

お
叱
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
人
し
ま
し
ょ
う

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

吐
会
本
仕
活
助
等
を
行
う
五
名
以
ｈ

の
グ
ル
ー
プ
を
対
匁
と
し
て
、
往
復

途
ｔ

む
含
め
た
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の

傷
杏
事
故
お
よ
び
賠
償
責
任
を
負
う

事
故
を
補
償
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
。
心
膿
マ
ヒ
な
ど
の
突
然
死

に
対
し
て
具
済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
万
一
の
參
故
に
備
え
て

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
人
し
、

安
心
し
て
活
動
に
専
念
し
ま
し
ょ
Ｉ１
　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
体
育
係

（
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

寄

贈

図

書

あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た

○
「
日
本
文
乍
全
集
」
ほ
か

双
眼

大
木
戸
字
新
旧
山
八
－

．．．

故
児
鳥
正
義
隊

〇
「
世
界
文
学
全
集

‘
2
3冊

安
藤
建
設
（
株
）
ほ

○
児
童
図
耆
２
冊

日
産
自
動
巾
（
株
）
様

○
図
番
咎
　

．
万
一
ｆ
円
分

創
価
皿
友
″
国
見
攴
部
隊



～生涯学習で

潤いのある

人生を送りましょう～

団 員

募 集
柔道スポーツ少年団

柔道で心と体をきたえましょう

●練 習日時 …… 毎週 火・ 金曜日

小 学 生 は午後６時～８時

中学生以上は午後６時～９時

●練習場所……町民体育館

●会　 費……年間 3 円（スポーツ安全保険料含む）

●申し込み……本田林一郎 魯85－2175

平成６年度　 教　 室　 生 ・学　 級　 生　 募　 集

区 分 趣　　　　　　　 旨 内　　　　　　　　　　　　　 容 対　　 象 申 し 込 み

子

育

て

教

室

幼児期の家庭教育の重要性

を自覚し、その知識や技術

など を学習する。

○期　　 間　平成６年５月～平成６年12月

○回数・時間　毎月第２、第４金曜日　16回

午前10時～ll 時 30分

○学 習 内 容 幼児教育の基本と心構え、し

つけ、幼児両．絵本や童話の

選び方、食事と健康など。

○お や つ 代　年間2  . 円

１～４歳児を

持つ母親及び

祖父母

定貝　20名

各教室・学級

への参加ご希

望の方は、申

し込み書を添

えて公民館ま

でお申し込み

ください。

女

性

教

童

女性として心豊かで健康に

生きるため．教焚や趣味 を

身につけたり健康づくりに

努める。

Ｏ期　　 閥　平成６年５月～平成７年２月

○回数・時間　年閥18回

午前９時30分～ｎ時30分

○学 習 内 容 女性の生涯学習、健康管理、

時 事悶題、趣味、スポーツ、

グループ活助など。

〇運 営 費　年間1,000 円

町内に居住す

る20歳～60歳

代の女性

成

人

学

級

現代社会に対応できる知識

や技能などを学習し、心豊

かに生きがいのある生活を

送れるようにする。

○期　　 間　平成６年６月～平成７年２Ｈ

Ｏ回数１時間　年間14回

午前９畤30分～11時30分

○学 習 内 容 一般教養．映画観賞、匯代間

交流．町政、科理実習、健康

づくり、グループ活動など。

○運 営 費　年間l,000 円

町内に居住す

る20歳～60歳

代の男女

阿

津

賀

志

学

纖

高齢化社会に適応した生き

方を自党し．教養や趣味 を

高めて、心豊かで充実した

生活を送れるようにする。

○期　　 閥 平成６年４月～平成７年２月

○回数・時問　年閥45回

午前９時～11時30分

○学 習 内 容 一般教養、健康管理、町政．

草花戟培、交通安全，クルー

プ活助など。

○運 営 費　年閥1,000 円

町内に居住す

る概ね65歳以

上の男女

※群しくは、お気軽に公民館におたずねください。



わだいTOPICS

「
炎

立

つ

」
ゆ

か

り

の

地

で

歴

史

セ

ミ

ナ

ー

を

開

催

『
炎
立
つ
』
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
か
、

ミ
月
六
日
。
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。歴

史
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島

放
送
局
と
国
見
町
、
岡
見
町
教
育
委

八
会
か
主
催
と
な
り
、
大
河
ド
ラ
マ

松平保久氏 （左 ）と高橋克彦氏が対岐

『
炎
立
つ
』
に
ゆ
か
り
の
深
い
国
見

町
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ビ
デ
オ
ｈ
映
の
あ
と
。
『
炎
立
こ

原
作
者
の
高
橋
克
彦
氏
と
制
作
チ
ー

フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
松
平
保
欠
氏

が
和
や
か
に
対
談
。
ド
ラ
マ
の
時
代

背
彫
や
制
作
で
の
苦
労
話
に
、
会
場

を
訪
れ
た
五
百
人
を
超
え
る
皆
さ
ん

は
、
熱
心
に
聞
き
入
り
。
い
に
し
え

に
思

い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
、。

徳

江

渡

し

跡

記

念

碑

を

建

立

江

戸
時

代
、
徳

江
地

区
に
は

徳
江

河
岸
と
い
わ
れ

る
冊
つ
き
嚇
か
あ
り
、

河
岸
か
ら
・江
戸
に
年
貢
米

か
運
ば
れ
、

川
の

両
岸

に
は

米
倉

か
建
ち

並
ん

だ

と

い
う
こ

と
で
す

。

明

治
以

後
は

、
徳
江

地
区

と
梁

川

町
粟

野
地

区
を

結

ぶ
貴
重
な

足
と

し
妃江大 楫の たもとに皿立された記念碑

て
。
渡
し
舟
は
。
多
く
の
人
々
に
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

町
と
福
鳥
農
地
事
務
所
で
は
。
昭

和
五
ト

ー
乍
ま
で
運
行
さ
れ
て

い
た

渡
し
舟
の
名
残
を
と
ど
め
よ
う
と
、

記
念
碑
を
建
立
し
た
も
の
で
す
。

記
念
碑
は
、
か
つ
て
渡
し
舟
場
の

あ
っ
た
阿
武
隈
川
の
約
二
百
ｍ
下
流

に
梨
か
る
徳
江
大
橋
の
た
も
と
に
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

結

成

十

周

年

を

祝

う

～

藤

田

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

～

藤

田

ス
ポ

ー
ツ
少
年
団

結

成
十
周

年

記

念
式

典

が
、
．．．月

十
三

日
、
観

月
台

文
化

セ

ン
タ
ー
大

研
修

室
に

お

い
て

行
わ

れ
ま

し
た
．

藤

田

ス
ポ

ー
ツ
少
年

団
は

、
昭
和

五

十
九
年

に

発
足
．

以
来
、

父
兄

．

指

導
者

、
地
城

の
皆

さ
ん

に
支
え

ら

れ
て
、
年
ご
と
に
充
実
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
各
種
人
会
や
駅

伝
人
会
に
毎
年
破
極
的
に
参
加
す
る

ほ
か
、
夏
休
み
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
、
7‐
供
た
ち
の
っ
な
が
り
を

深
め
て
い
ま
す
。

卒
団
式
を
兼
ね
て
行
わ
れ
た
式
典

に
は
。
団
貝
、
Ｏ
Ｂ
、
来
賓
の
皆
さ

ん
な
ど
約
ざ
名
が
出
席
し
、
結
成
十

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

式典であいさつを行う神濛武志団長

お

年

寄

り

に

楽

し

い

ひ

と

と

き

を
　

～

藤

田

婦

人

会

～

藤
田
婦
人
会
（
山
本
テ
ル
会
長
）

で
は
、
三
月
十
六
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
第
一
和
室
に
お
年
寄
り
を

招
き
、
『
会
食
の
集
い
』
を
行
い
ま

し
た
。

お
年
寄
り
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過

ご
し
て
も

ら
お
う

と

、
昨
年

に
続

き
開

催
さ
れ

た
集

い

に
は
、
大

字
藤

田
地

区
の

一
人
暮

ら
し

老
人

と
八
十

．
歳

以
上

の
高
齢

者

五
十
．．．
名
が
招

か

れ
ま
し

た
．

お
年
寄

り
は

、
婦

人
会
八

に
よ

る

日

本
舞
踊

や
民

謡
、

梁
瀬
貞

子

さ
ん

の
趣
向
を

凝
ら

し

た
昔

話

を
楽
し

み

な

か
ら
会

食
を

行

い
、
和

や
か

に

】

日
を
過

ご
し

ま
し

た
．

日 本舞踊に見入るお年寄りの皆さん

発 行 ・ 編 集　 国 見 町 役 場 総 務 課

隰島県伊達郡国見町大字藤田宇一丁田二.2の1

･  9  ｰ

45 (  ) 幻 日　ドA  X  5  (  )  幻

４月りから紙面をワ イドにしました。

見やすい広報、皆さんに愛される広報づくりに努めますの

で、よろしくお願いします。　　　　　　　　　 （Ｓ）

編集日

記
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